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各市町には家庭教育の担当者がいます。交流や研修を行いながら質の向上に努めています。その様子を紹介します。 

 

〇 講話 「図書館の子どもへの諸活動」 

講師 羽島市立図書館 主幹 田中 美穂 氏  

★施設紹介 

１階の児童開架の奥には、子ども向けスペースとして「おはなしコ 

ーナー」があります。カーペット敷きの部屋で靴を脱いで上がれる、くつろげるコーナーです。 

★読書通帳 

イタセンパラのイラストや説明も載っている読書通帳は羽島市のオリジナル  

ですね。子どもも興味が持てます。 

★図書館以外への貸し出し 

図書館に隣接する文化センターにあるカフ

ェにはキッズスペースがあります。このカフェ

は、市内の子育てサークルを統括する「羽島母

親クラブ連絡協議会マムマム」が運営してお

り、そちらの本のコーナーに貸し出しをしています。連携して本に触れる

機会を作っています。 

★「赤ちゃんタイム」(現在休止中)のアナウンス 

『「赤ちゃんタイムは、小さなお子様連れの方にも、気兼ねなく来館して

いただくための時間です。一般利用者の方々も、赤ちゃんの泣き声や話し

声などについて、あたたかいご理解とご協力をお願いいたします。」といったアナウンスや、掲示をして理

解を求めています。利用者から苦情は届いておらず、みなさんあたたかく見守っていただいているようです。』

こういった内容を聞くと安心して図書館に行こうという気になりますね。 

〇市町交流 

「家庭教育支援チームの登録に向けての状況」や家庭

教育の関係部署について、事前に調査した内容などを基

に確認を行いました。山県市の家庭教育支援チームの登

録に向けてのお話がありました。チームに所属する人や

活動内容から似たような団体がいるのではないかと市町

での情報を再度得る必要があるといった方向性が見えて

きたようです。 

次年度の家庭教育学級リーダー研修会を今年度のよう

にオンライン開催で行うこと、わが家の約束運動を１０

０％実施の目標に進める等、「令和４年度岐阜地区家庭教

育推進の方針と重点」について確認ができました。  

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家庭教育推進専門職：河野  
（℡058-272-8752）  

市町交流の様子 
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目的：岐阜地区の各市町の子どもの健やかな成長のために、各市町担当者が情報を交換し合い、
研修を重ねることを通して、家庭教育の充実及び地域での子育て支援に役立てられるよう
にすること 

第2回岐阜地区家庭教育担当者会 
令和3年12月9日(木)：羽島市立図書館(各市町はオンライン) 

羽島市立図書館 

羽島市の読書通帳 

会場の様子 



 「情報モラル」の取組  在宅取組型   
山県市は、PTA 連合会で平成 26 年に夜 9 時以降はケイタイを使わないというルールを決めるという活動をされていま

す。県内では早い時期の対応でした。そのため毎年情報モラルの講演会をどの学校も計画されています。しかし、講師を呼ん

での講演会を計画することが難しいことや、オンラインという事もネット環境についての懸念から開催を断念しました。そこで

高富小学校の PTA の役員さんが在宅でできる資料はないかとネットで検索し、岐阜県教育委員会のリーフレットを利用しよ

うと考えられました。その後、県より送られたパンフレットを実践カードとして利用して家での取り組みを話し合う活動をされま

した。 
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②の約束を家庭で実施するために県の「話そう！語ろう！わが家の約束」

運動のパンフレットをそのまま活用して実施(記入例です) 

① 情報の講演会が中止のため県のリーフレットを使ってルール・約束を決める活動を実

施（記入例です） 岐阜県教育委員会・情報モラル関係資料・啓発用リーフレット・R３リーフレット 

案

内 

やめたいのに 
やめられない 

  

次の日の朝 
起きられるかな 

◎ゲームの時間を決める。  
◎ゲームをする日を決める。 
◎勉強が終わってからゲーム 
をする。 

一人の時はやら
ない。 
勝手に課金しな
い。 

人の悪口を書き込
まない。 
写真を送らない。 

そんなこと言わずに3人で仲良く遊ぼう。 

「ボクはかっこいいと思うよ。」と返す。 

あとちょっとだけ
やったらやめよう 

11  11  11   11   11   11  11 
 
 月  火   水   木   金   土   日 
 
○  ○   ○   ○   ○   ○   ○     

○   

15    16     17     18    19      20  21     

お父さんも一緒にやってくれたので

守れたよ。 ありがとう。  

ゲーム、スマホ、タブレット等 は 

21時までに終える。 

 

自分からやると言い出したことが

守れるのはいいことだね。  

 

 コメント 

講演会が出来なくても、県のリーフレッ

トを探し出して、各家庭で情報モラルにつ

いて考えられる環境を作りました。まずこ

のアイデアがいいですね。 

 次にちょうどそのころ県から全学年へ配

付のパンフレットが届いたことを利用され

たというナイスな動きです。アンテナを貼

って利用できるものはないかといった意

識がこの活動を生んだようですね。 

60 

家のみ 
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本巣市教育委員会の在宅取組その１ 親子DEクッキング  在宅取組型    

本巣市教育委員会では、家庭教育への働きかけをいくつか実施されています。今回はその1つを紹介します。 

・幼児後期・学童期・思春期の子どもの保護者を対象に「食」と「親子調理」をテーマにした家庭教育学級を実施して  

います。 

・「親子DEクッキング」は、市内幼児園生・小中学生を対象に、給食センターの指導を受けて、イラストを入れたり、

給食のメニューの動画（QRコード付き）をレシピに起こして見やすくされたという工夫があります。 
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★募集案内 
目的が明確・イラスト入
りで楽しくしてますね。 

★クッキングレシピ(QRコード付き) 

★工夫されたカード(記入例) 

★実施後のおたより 

カードを集めた後のまとめ方の

視点が色々あって読んでみたく

なります 



１２月17日（金）10:30～11:３0  
場所：岐阜市 カワボウビル４F 地域コミュニティセンターnico nico 

 

 

 

 

１２月３日（金）10:30～11:３0  

場所：関市わかくさ・プラザ総合福祉会館１F わかくさ児童センター

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業内家庭教育研修 

金属工業団地 
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＜感想等＞ ○手遊びの様子から保護者の皆さんはお子さんと日頃からよく遊ばれているのが分かりました。 

・手遊びも新聞遊びも楽しかったです。子どもとの関わりで何が大切かもう一度振り返ることができました。 

・スキンシップを大切にしていたつもりだったけれど、スマホに集中してしまっていたことがあったなーと子

どもと向き合う時間をもっと作れると気が付かされました。子どもの関わり方を見つめ直すきっかけになり

ます。 

《テーマ》：「健やかな体と心の発達に大切なこと」～お子様への接し方・スキンシップあそび～ 

講 師：岐阜県環境生活政策課 家庭教育推進専門職 河野 和彦 

対 象：0歳～未就園児のお子さんとその保護者、昨年も実施しました。 

コロナ感染防止対策：消毒・マスク着用、参加者を5組にしぼり、距離を取り、その場での活動が中心です。  

◆活動内容 

１親子遊び わらべ歌・音楽に合わせて 

２お話 

○スキンシップの効果、母、父のスキンシップ 

  ・年齢に応じたスキンシップ 

  ○心の発達、褒めること 

○スマホについて（お話） 

３交流（忙しい時に子どもに｢だっこ｣とせがまれた時の対応）  

（家庭教育プログラムⅡスキンシップより） 

 

★niconicoビタミン講座と同じ内容で実施しました。参加者は10組です。 

＜感想等＞ ○ゲームや交流での参加が主体的で、お母さん方の表情が良かったですね。 

・初めてこのような講座に出ました。いろんなお母さん方の話や、先生の話を聞けてよかったです。 

・すごくためになる話を聞かせてもらって楽しかったです。スキンシップはストレスをためない子になる。初

めて知って大事なことなんだなーと思いました。 

・あっという間でした。楽しかったです。紹介していただいた本、心に響きました。図書館にあれば今度借り

てゆっくり読みたいです。 

 

地域コミュニティセンターnico nicoは、マーサ２１と協

働で事業を実施。わかくさ児童センターは、２０２１年４月

より指定管理業務として実施。昨年実施のみなたん・鷺山

子ども館も委託事業として運営管理している団体です。 

この法人は、子育て支援・高齢者の自立支援を「もちつ

もたれつ」を大切に地域で支え合う仕組みをつくり、男女

共同参画をミッションに１９９７年に市民団体として設立

し、１９９９年に中部9県下第1号でNPO法人格を取得し

た団体です。 



★ 企業内家庭教育研修の紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

月例会の研修の時間に実施しようと、お声をかけていただきまし

た。3年連続です。 

《研修内容》 中小企業経営者約４０名  

「美術館にいらっしゃったことがある方」の質問に半数以上が挙手され、

興味が高いことが分かります。 

  美術館のリニューアルした施設の紹介から始まり、美術館の基本理念に

ついて話されました。 

○美とふれあう：コレクション「岐阜県ゆかりの作家・コレクション「西 

  洋美術」・コレクション「現代美術」  

○美と会話する：ある作品を見て「私はこう思う」の交流から、感じ方は人 

それぞれであり、「作品は完成したら鑑賞者のものとな

る」といった言葉の意味が伝わってきました。 

○美を楽しむ  ：ワーク「くものあしをかいてみよう」では絵を描いたり、

作品を交流したりして楽しく進められました。団体鑑賞や

出前講座、外部連携など。新しい形での教育普及事業へ

の挑戦等の紹介もありました。  

最後にコロナ禍のオンライン事業としてのＡＲの体験を行い、参加者は

興味が尽きない様子でした。 

感想に「絵に対する見方が変わった。」「美術館に行きたくなった」と

いった感想があり、とても好評でした。 

 

研修テーマ：『岐阜県美術館のコレクション作品と教育普及について』

実施日：令和３年１２月１３日(月)12:20～13:20 
講師：岐阜県美術館 学芸部 教育普及係 課長補佐 橋本 浩典 氏 

《参加者の感想》 
・絵の見方が変わった。 
・考えが一つしか出てこなく、頭を柔らかくすることの必 
要性を感じた。 
・個性的、空想的でよかった。 
・毎日の生活の中で考えると非日常的なことなので、生活、 
行動を見直す材料、経験となると思う。 
・ARアプリ面白かったです。 
・久しぶりに県美術館に行きたくなった。 
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